
問

旧
第
四
小
学
校
及
び

市
営
住
宅
青
柳
団
地
が
間

も
な
く
解
体
さ
れ
る
。
両

施
設
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
考
え
方
は
。

南
部
保
育
園
及
び
西
部

保
育
園
の
移
転
改
築
を
検

討
し
て
い
る
と
聞
く
。
南

部
保
育
園
は
昭
和

年
、

48

西
部
保
育
園
は
昭
和

年
52

建
設
で
、
老
朽
化
や
駐
車

場
が
な
い
な
ど
問
題
を
抱

え
て
い
る
。

市
街
地
で
は
近
く
の
保

育
園
入
所
を
希
望
し
な
が

ら
、
空
き
が
な
く
て
遠
く

に
送
り
迎
え
を
し
て
い
る

保
護
者
も
少
な
く
な
い
。

市
街
地
の
定
員
増
も
図

る
べ
き
で
あ
り
、
南
部
保

育
園
、
西
部
保
育
園
の
建

て
替
え
の
計
画
及
び
四
小

・
青
柳
団
地
の
跡
地
へ
の

移
転
改
築
の
考
え
は
。

総
務
部
長

第
四
小
学
校

跡
地
は
、
古
く
か
ら
の
敷

地
で
あ
り
測
量
が
必
要
だ

が
１
万
数
千
平
方
メ
ー
ト

ル
と
思
わ
れ
る
。

有
効
活
用
の
た
め
に
は

周
囲
道
路
の
整
備
が
必
要

で
検
討
を
し
て
い
る
。

ま
と
ま
っ
た
面
積
の
区

割
り
で
あ
り
、
民
間
も
含

め
た
公
共
的
な
利
用
が
主

に
な
る
と
想
定
し
て
い

る
。青

柳
団
地
跡
地
は
、
８

９
６
２
平
方
メ
ー
ト
ル
あ

り
、
一
部
は
地
元
町
内
会

の
集
会
施
設
敷
地
の
要
望

が
あ
る
。

市
と
し
て
は
、
主
に
売

却
方
向
で
す
す
め
る
こ
と

に
な
る
。

健
康
福
祉
部
長

今
年
度

人
の
定
員
を
増
や
し
た

80こ
と
に
よ
り
４
月
１
日
現

在
で
は
待
機
児
童
は
ゼ
ロ

に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
第
一
希
望
の

市
街
地
の
保
育
園
入
所
に

応
え
ら
れ
ず
、
ゼ
ロ
歳
、

１
～
２
歳
の
低
年
齢
児
の

入
所
希
望
が
増
加
し
て
お

り
、
途
中
入
所
の
受
け
入

れ
が
難
し
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

に
基
づ
く
計
画
で
、
身
近

な
地
域
で
の
保
育
機
能
を

確
保
す
る
と
し
て
い
る
。

南
部
・
西
部
の
両
保
育

園
は
老
朽
化
が
進
む
な
ど

対
応
が
必
要
、
現
在
検
討

・
準
備
を
進
め
て
い
る
。

旧
第
四
小
学
校
の
跡
地

利
用
も
考
え
ら
れ
る
の
で

検
討
す
る
。
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無料生活相談所

加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

６
月

日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

17

本
共
産
党
の
加
藤
太
一
議
員
は
、
①
旧
第
四
小
学
校
及
び

青
柳
団
地
の
跡
地
利
用
と
保
育
園
の
改
築
・
再
配
置
、

②
集
団
的
自
衛
権
容
認
・
解
釈
改
憲
に
対
す
る
市
長
の

政
治
姿
勢
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

旧
第
四
小
学
校
、
青
柳
団
地
跡
地
利
用

と
保
育
園
の
改
築
計
画
は

問

安
全
保
障
会
議
の
報

告
を
受
け
て
与
党
協
議
が

開
始
さ
れ
、
今
国
会
開
催

中
に
も
閣
議
決
定
す
る
と

い
う
異
常
ぶ
り
。

国
会
審
議
で
も
自
衛
隊

を
戦
地
に
派
兵
す
る
こ
と

が
は
っ
き
り
し
た
。

日
本
が
攻
撃
さ
れ
て
い

な
い
下
で
同
盟
国
の
行
う

戦
争
に
自
動
的
に
組
み
込

ま
れ
て
い
く
こ
と
に
な

る
。こ

れ
ま
で
一
人
も
殺
さ

な
か
っ
た
自
衛
隊
が
殺
し

殺
さ
れ
る
軍
隊
に
な
る
。

外
交
・
防
衛
問
題
に
と

ど
ま
ら
ず
戦
争
し
な
い
国

か
ら
戦
争
す
る
国
へ
の
大

転
換
と
な
る
、
国
の
あ
り

方
を
左
右
す
る
重
大
な
問

題
。憲

法
の
解
釈
を
一
内
閣

が
変
え
る
「
解
釈
改
憲
」

で
あ
り
立
憲
主
義
の
法
体

系
に
背
く
法
治
国
家
と
し

て
は
許
さ
れ
な
い
事
だ
。

山
形
県
で
も
首
長
九
条

の
会
が
発
足
し
集
団
的
自

衛
権
行
使
容
認
に
反
対
し

て
い
る
が
、
市
長
の
見
解

は
。

市
長

戦
後
、
憲
法
制
定

か
ら

年
近
く
経
過
し
、

70

こ
の
間
、
９
条
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

他
国
の
戦
争
、
紛
争
の
た

び
に
、
そ
の
解
釈
に
つ
い

て
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
お

り
、
今
般
、
憲
法
改
正
に

つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
自

体
は
否
定
す
る
も
の
で
は

な
い
。

集
団
的
自
衛
権
の
行
使

容
認
に
つ
い
て
は
、
全
て

に
賛
成
・
反
対
で
は
な

く
、
個
別
的
自
衛
権
で
の

対
応
も
可
否
も
含
め
整
理

が
必
要
と
感
じ
る
。

国
の
専
権
事
項
で
も
あ

り
国
会
の
議
論
を
注
視
し

て
い
る
。

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
、

解
釈
改
憲
へ
の
市
長
の
見
解
は

旧朝暘四小グランド（上）と旧市営住宅青柳団地（下）



治
安
維
持
法
犠
牲
者
国

家
賠
償
要
求
同
盟
鶴
岡
田

川
支
部
の
総
会
が
５
日
、

鶴
岡
市
勤
労
者
会
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

同
支
部
で
は
、
鶴
岡
市

議
会
６
月
定
例
会
に
請
願

を
提
出
し
ま
し
た
が
不
採

択
と
さ
れ
、
そ
の
総
括
を

深
め
て
い
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。

特
に
今
回
、
こ
れ
ま
で

賛
同
し
て
き
た
社
民
系
議

員
か
ら
も
反
対
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
歴
史
の
逆
流
の

強
ま
り
に
懸
念
の
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。

活
動
方
針
で
は
、

月
11

に
お
こ
な
わ
れ
る
県
本
部

主
催
の
「
谷
地
農
民
闘
争

・
小
田
島
事
件
探
訪
」
ツ

ア
ー
参
加
や
鶴
岡
田
川
地

域
の
犠
牲
者
・
活
動
家
の

掘
り
起
こ
し
、
国
会
請
願

署
名
の
推
進
な
ど
を
決

め
、
戸
村
昌
也
支
部
長
の

再
任
な
ど
新
役
員
の
体
制

を
決
め
ま
し
た
。

総
会
後
の
学
習
会
で
は

「
特
定
秘
密
保
護
法
」
廃

止
に
向
け
た
討
論
を
お
こ

な
い
、
「
同
法
は
国
家
安

全
保
障
会
議
（
日
本
版
Ｎ

Ｓ
Ｃ
）
設
置
法
及
び
集
団

的
自
衛
権
と
一
体
の
も
の

で
あ
り
、
ま
さ
し
く
戦
後

の
治
安
維
持
法
と
言
わ
れ

る
も
の
」
、「
年
内
施
行
と

な
れ
ば
日
本
社
会
が
監
視

社
会
と
な
っ
て
萎
縮
す

る
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
、
１
点
共
同
の
た
た
か

い
を
広
げ
て
い
く
重
要
性

を
確
認
し
ま
し
た
。

加
藤
鉱
一
市
議
が
来
賓

と
し
て
挨
拶
を
お
こ
な

い
、
鶴
岡
市
議
会
が
同
支

部
の
請
願
を
不
採
択
に

し
、
集
団
的
自
衛
権
反
対

の
意
見
書
も
否
決
す
る
な

ど
安
倍
政
権
の
暴
走
に
従

う
実
態
を
告
発
し
、
安
倍

首
相
の
動
き
を
止
め
る
た

め
に
、
一
つ
一
つ
の
選
挙

で
自
公
候
補
者
を
惨
敗
さ

せ
「
閣
議
決
定
」
を
撤
回

さ
せ
る
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。

東部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
7月3日入札分

・市道大口櫛引線地質調査業務（羽黒町川代地内）
(株)髙田地研 1,720,000円（1,856,000円）

期間～8/22（落札率92.7％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
7月3日入札分

・平成26年度防災拠点施設太陽光発電設備等設置実施設計業務委
託（三瀬地内ほか）
(株)新穂建築設計事務所 1,850,000円（2,136,000円）

期間～7/31（落札率86.6％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
7月3日入札分

・市公共下水道事業 汚水9－1Ｈ005～021号新設工事（遠賀原地内）
落札決定保留中 － （22,445,000円）工期～12/26

土木課入札結果（ ）内は予定価格
7月3日入札分

・市公共下水道事業 雨水大山4号幹線新設工事（大山地内）
落札決定保留中 － （18,080,000円）工期～12/1

・市道道形文下蛾眉橋線歩道設置工事（文下地内）
有賀建設(株) 29,600,000円（30,568,000円）

工期～12/12（落札率96.8％）
・市道白山下興屋火打崎線歩道設置工事（下清水地内）
佐藤建設(株) 37,700,000円（38,440,000円）

工期～12/8（落札率98.1％）

総会後に行われた「特定秘密保護法」学習会の様子

鶴
岡
市
学
童
保
育
連
絡

協
議
会
は
、
こ
の
ほ
ど
第

2
5

回
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。総

会
で
は
、
来
年
４
月

に
予
定
さ
れ
る
「
条
例
化
」

に
向
け
て
要
望
書
を
提
出

す
る
こ
と
や
指
導
員
の
待

遇
改
善
、
研
修
の
実
施
な

ど
の
方
針
を
決
め
ま
し

た
。
市
連
協
加
盟
の
学
童

保
育
は2

1

カ
所
、
登
録
児

童
数
１
０
６
３
人
（
５
月

１
日
現
在
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

市
連
協
会
長
に
石
川
正

廣
氏
、
事
務
局
長
に
平
山

昌
子
氏
を
選
出
し
ま
し

た
。

〃
戦
争
ノ
ー
〃

集
団
的
自
衛
権
の

行
使
容
認
に
抗
議
す
る
田
川
地
区
集
会

日
時

７
月

日
（
水
）

時

分
～

時

分

16

18

30

19

30

会
場

鶴
岡
公
園
や
す
ら
ぎ
広
場

内
容

集
会
、
市
内
パ
レ
ー
ド

主
催

不
戦
の
誓
い
・
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い

田
川
地
区
実
行
委
員
会

安
倍
自
公
政
権
は
、
７
月
１
日
に
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
容
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

時
の
政
権
が
閣
議
決
定
で
憲
法
を
勝
手
に

解
釈
変
更
す
る
こ
と
は
、
立
憲
主
義
に
反
す

る
も
の
で
あ
り
、
民
主
主
義
の
破
壊
で
す
。

市
民
が
安
心
し
て
平
和
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、

多
く
の
団
体
・
市
民
の
参
加
に
よ
り
「
〃
戦

争
ノ
ー
〃
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に
抗

議
す
る
田
川
地
区
集
会
」
を
行
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
の
思
い
を
こ
め
た
ア
ピ
ー
ル
、
声

を
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。


